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　　　　　　　　　　冬 季に庄 内 平野 で 観測 された 突風 の 発 生環境場の 解析
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1．は じめ に

　われわれは鉄道用の 突風探知シ ス テ ム 開発 に 向け
た 研 究プ ロ ジ ェ クトの

一
環 として ，2007 年 10 月 か ら山形

県庄 内平野 で 突風 の 高密度観測 を実施して い る（2007
年 の 気 象 学会 秋 季 大 会 ，楠 ほ か C257 ； 西 橋ほ か ，
2009年気象学会秋季大会）。

　 こ の プ ロ ジェ クトの
一

環 として 、下瀬 ほ か （2009年気象

学会秋季大会）は 2007− 2008 年 ・2008− 2009 年の 2
っ の 冬季（11 月

一〇2 月）の 観測か ら 55 事例 （28 日）の

突風 を報 告 して い る。本 研 究 で は，こ れまで 観 測され た

突風 にっ い て 、そ の 発 生環 墳場 を解析した結果 を報 告

する。 さらに冬 季 雷と突風 との 因果 関係 を詳細 に調 べ る

ため の 予備調査 として 、既存 の 雷デ
ー

タによる発雷数も

同時 に調 ぺ 、突風発生 環境場との 関係を考察した。本

研究は ，鉄道の み ならず航空機運 用の安全 にも資する

基礎研 究として位置 づ けられる。

2．使用 したデ ータ と解析方法

　気 象庁地 上 天気 図を用 い ，気 圧 配置 の タイプ を以下

の 6 つ にカテ ゴ ライズした ；冬型 （始まり，
ピー

ク，緩み）・

寒冷前線 （通 過 直前 ， 通 過 時 ， 通過 直後）。 また ， 気 象
庁 レーダーか らの 突風 をもたらしたエ コ ーの 形 態 を調 べ ，
以 下 の 4 つ に カテ ゴ ライズ した ；T モ

ー
ド・L モ

ー
ド・線

状 ・セ ル 状。また，庄 内平野 か ら北に約 100km に位置

する秋 田の 高層 気象観測 と気象庁 LIDEN の デ ータを

用 い て ， 突風 発 生時 の 周辺 大気お よび発 雷 の 状態を

調査 した。

3．結果

　表 1は 2008− 2009年冬季 の 結果を示 して い る。2007
− 2008 年 の 2 シーズ ン と合わ せ た解析で は ，総観場 の

状態は 冬型始まり：33事例，ピーク ：17事例，緩み ：1事

例，寒冷前線通過直前 ：1事例，通過時 ；2事例，直後 ：

1 事例 で あっ た
。

エ コ
ー

の 形態は
，
T モ

ー
ド；8 事例 ，

　T

から L へ の 遷 移 中 ：3 事例 ，L モ
ー

ドニ32 事例 ，線状 ：5

事例 ，
セ ル 状 ：7 事例 で あっ た。

　図 1は 2008年 12 月 20 日〜2009 年 01 月 04 日の 秋

田 に お け る相 当温位 の 高 度 時 間 断面 図 に 、突風 発 生

時刻お よび LIDEN に よる庄 内平野周辺 の発雷総数を

重ねてある。この期 間には 6 つ の 突風が発生して い るが，
そ の うちの 5 つ は 500hPa まで 達する低相 当温位が流

入 す る直前 に発 生 してお り， 突風と同 時期 に発 雷 が観

測 され て い る。 この ような傾 向は期 間を通 して み られ た 。

4．ま とめ と議論

　2007 − 2008 年 ・2008 − 2009 年 の 冬季 2 シ
ーズ ン に

庄 内平野 で 発 生 した突 風 事例 の 大部分 は冬型 の 始まり

か らピークにか けて ，L モ ードの 降水を伴 っ て 発生 して

い る ことが明 らか に なっ た 。 また，周 辺 大 気 の 構造 からも

冬型 の 始 まりの 寒気 が流入して くる際に突風 が発生して

お り，ほ ぼ同時期に 発雷も見られ る ことから，突風と冬季

雷は どちらも共通 して 、あ る程度深い 対流構造を持 つ

降水シ ス テム によっ てもたらされた こ とが示唆される。今

後 は MANAL を用 い て ， 環 境場 の ポテ ン シ ャ ル 等にっ

い て も議 論する予 定 で ある。
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表 1：2008− 2009年冬季の 結果
月 日 時 間 天 気 図 レーダー

1112005 ：1α34 冬型ピ
ー

ク T → L

1レ2107 ：53 ：55 CF 通 過 直 前 線 状

1210609 ：07：45 冬 型 始 ま り T 一弾 L

1210700 ：16：47 冬型ピ
ー

ク T

1212522 ：14 ：39 CF 通 過 直後 線状

1212600 ：3752 冬型始まり 線状

06 ：42 ：28 冬型始ま り L

1212814 ：ll：50 冬 型 ピーク L

1213104 ：23：06 冬型始まり L

04：23：45 冬 型 始ま り L

01！ll0352 ：58 冬型始まり セ ル 状

04 ：03 ：56 冬型 始まり セ ル 状

Ol！l509 ：09：13 冬 型 始 ま り L

13：25：39 冬型始まり L

22：48二19 冬型 ピー
ク L

Ol11601 ：06；40 冬型ピー
ク L

01：34：47 冬型ピーク L

Ol12316 ：40 ：22 CF 通過 時 線状

02／0806 ：49：07 冬 型 始まり L

02！15ll ：26：44 冬型始まり 線状

02！2正 00：05：31 冬 型 始ま り L

03：23：34 冬型始まり L
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図 1：（上 図 ）2008 年 12月 20 日〜2009 年 01 月 04 日の 秋 田

に お け る相 当 温位の 高度時間断面図 。 （下 図）庄 内平野周 辺

（100   XlOO   ）の 1 日 当りの 発雷総数。矢印は突風 が 発

生 した 時間を示 す。
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